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ごうちゃんねる（GO-CHANNEL）   ■ユダヤ入門シリーズ■ 

＃24「オスマン帝国の栄枯盛衰とユダヤ民族」 

 

東住吉キリスト集会  高原 剛一郎 氏 
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お元気ですか。高原剛一郎です。今日はユダヤ入門シリーズ第24 弾！パチパチパチ！ 

今日は前回の続きをします。ユダヤ人を優遇したオスマン帝国は、その後どうなっていったのか。 

ひと言で言うと、ヨーロッパを震え上がらせるイスラム帝国になったんですね。 

 

ヨーロッパのルーツを考えると、やはりローマ帝国です。 

そのローマ帝国はいつまで続きましたか？ 東ローマ帝国まで。 

東ローマ帝国を滅ぼしたのがイスラム帝国であるオスマン帝国です。 

古代ローマから数えて 1500 年続いたローマ帝国に、止めを刺した帝国がオスマン帝国。 

この帝国の全盛期は、アジア･アフリカ･ヨーロッパの世界 3 大大陸にまたがる大帝国でした。 

しかも 400 年続く。すごい権勢を振るった、特にヨーロッパに対して強い国、ヨーロッパに攻め込んだ

イスラムの国でした。 

 

もうちょっと言うなら、ユダヤ人を奴隷扱いして来たヨーロッパに対し、トルコは、ヨーロッパ人を奴隷

扱いしてヨーロッパを支配しようとした国です。 

 

ところで、西洋と東洋という言葉がありますよね。私は東洋人。東洋医学に興味があり、東洋音楽に郷愁

を感じます。それは東洋文明の一員、そこで生まれ育ったからだと思います。 

でも、東洋は西洋の対立概念、西洋は東洋の対立概念。 

東洋と西洋言うんですけど、どこからどこまでが東洋で、どこからどこまでが西洋なんでしょう？  

或いは地理的に言うと、どこの線で東洋と西洋の線引き、分けることができるんでしょう？ 

 

これはボスポラス海峡なんですね。私も何度も行きました。狭ーい海峡で、向かい側にすぐ見えます。 

トルコにあるボスポラス海峡よりも東が東洋、西が西洋ということなんですね。 

 

オスマン帝国はボスポラス海峡を越えてバルカン半島に攻め込み、ヨーロッパ世界に自分の領土を獲得

したイスラムの帝国だと言えます。そこでヨーロッパ人を奴隷にしたんです。特にバルカン半島で。 

どんな奴隷か？ バルカン半島の白人ギリシア正教徒に向かって言いました。 

「40 軒に 1 軒の割合で息子を差し出しなさい。」 

その息子には条件が 2 つあって、1 つは頑健な肉体の持ち主であること。平均よりも大きい。力強い。 

背丈がある。見るからに運動能力がある少年。もう 1 つはイケメン。美少年。 

「美しい顔立ちで、かつ頑健な少年たちを差し出しなさい！」これは問答無用。断れない。 

 

そうして差し出されたバルカン半島の白人少年たちを首都に集め、イスラム教に集団強制改宗し、共同

生活しながら軍事訓練を受けさせる。 

すなわち、物心ついた時から、オスマン帝国スルタンのためなら どんなに恐ろしい戦場でも喜んで飛び

込んで行くような戦闘サイボーグにする。幼い時から戦闘訓練をするんですね。 

 

この軍隊をイェニチェリと言います。イェニはトルコ語で “新しい”。チェリは “兵隊”。新しい兵隊。 
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今まで存在したことがないような命知らずの、騎兵ではなく歩兵で、スルタンの命令一下、どこにでも行

って大暴れして来るニュータイプの、何と言うか、徳川幕府の旗本三百家みたいな。 

スルタンの鶴の一声で何でもやる軍隊がイェリチェリ。 

 

イェリチェリは生涯結婚が許されない。国家と結婚した。「あなたの命はそのためだけに使いなさい。」 

その代わり莫大な報酬、素晴らしい年金、様々な免税特権があったので、生活するには何も困らなかった

んですね。 

 

そして、彼らが行進する時は軍楽隊。今自衛隊にも軍楽隊があるでしょ。 

軍隊に音楽を使ったのはオスマン帝国イェリチェリが初めてなんですね。この軍隊が行進して来る音楽

にアイデアを得て作ったのがトルコ行進曲で、モーツァルトやベートーベンなど非常に有名ですよね。 

 

この軍楽隊に合わせてザッザッザッ進むのですが、先頭の旗に必ずある物が付いていました。 

何でしょう？ スプーンです。食事をする物。なぜそんなものが先頭にくっついているのか？ 

この軍隊は幼い時から、1 つの家族のように同じ釜の飯を食って大きくなった。もうね、結束力・団結力

が半端ない。 

 

当時は傭兵部隊がほとんどです。金のために戦争に出るようなもんなので、そんな忠誠心とかあんまり

ないんですよ。ところが、イェリチェリだけはそうじゃない。もう泣く子も黙るイェリチェリ。 

この軍楽隊の音楽が遠くから聞こえてくると、ヨーロッパのあらゆる国で、たとえば農民が作業してい

る時でも、遠くの方からトルコ行進曲が聞こえてくると「逃げろ！」 すぐに作業中断して、家の中で息

を潜めて隠れていたと言われています。 

 

イェニチェリ。元々白人・ヨーロッパ人の奴隷部隊によって、ヨーロッパがボッコボコにされていきます。 

イェニチェリは非常に強かった。特にヨーロッパ人に対して。 

 

この軍隊でオスマン帝国はハンガリーを属国化し、神聖ローマ帝国（今のドイツ）に攻め込んで、皇帝カ

ール 5 世の領地であるオーストリアのウィーンはトルコの軍隊によって 2 度にわたって（落ちなかった

けど）周囲を包囲され、スペイン・ベネチアの海軍がトルコ海軍にやっつけられて、東地中海の制海権は

オスマン帝国に落ちてしまい、更にチュニジア・アルジェリア・アフリカの北海岸・イラクも併合し、地

中海を取り囲むような大帝国に発展するんです。すごいですねぇ。 

 

しかし、このオスマン帝国の栄光もずーっとは続きませんでした。驕れる者久しからず。 

ある時から、オスマン帝国はどんどん負けが込むようになり、最終的には “ヨーロッパの病人” とまで言わ

れるようになってしまうんです。一世を風靡したオスマン帝国が、なぜ駄目になっていったのでしょう？  

 

1 つの見方があります。ユダヤ人への対応が、時代と共に劣悪なものに変わって行ったんです 

初めは大歓迎でしたね。前回ヨセフ･ナシの話をしました。 

しかし、スルタンが代替わりして 100 年経ち 200 年経ち、時代を重ねるにつれて、ユダヤ人への対応が

変わって行ったのです。つまり冷遇するようになるのです。 

 

聖書にヨセフという人物が出て来ます。アブラハムの曾孫で、もちろんユダヤ人ですよ。 

彼はお兄さんたちの妬みを買い、兄たちから奴隷商人に売り飛ばされてしまいます。 

そして数奇な運命というか、流れ流れてエジプトに行き、そこで摂理的な様々なことがあって、最終的に

エジプトのトップ/ファラオ（エジプトの王様）の目に留まって大出世するんです。 
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とにかく、ヨセフが言うてることをその通り実施したら 全部うまく行く。ヨセフのアドバイスに従った

ら、何から何までうまく行く。それで、ヨセフのアドバイスに従って、全世界が飢饉の時でもエジプトに

は食糧があり余るという状況を作り出せたんです。 

やがて、飢饉に喘いでいる自分のお父さん、兄弟たち家族を皆エジプトに呼び寄せて、ヨセフのゆえに、

イスラエルはエジプトの中で飢えることなく繁栄した、という話があるんですね。 

 

ところが、良いことはずっと続かない。ヨセフを非常に重用したファラオから代替わりした時、ヨセフが

したことを知らないファラオが出て来るんです。 

ヨセフを重用したファラオは第 15･16 代王朝でセム族。ユダヤ人もセム族。だから、先祖を辿っていく

と親類みたいなもんです。しかし、代替わりでハム族のファラオになったんです。元々エジプトはハム族

が住んでいる国だったのが、後からセム族が乗っ取った。それがまたハム族に戻ったんですね。 

 

そうなってしまった時、「ユダヤ人たちが昔良いことをした…って、知らんで、そんなの。今の我々に何

の関係がある？ この国のユダヤ人 むちゃくちゃ多いやないか。こんなに多いユダヤ人が、いざ戦争に

なった時に敵に寝返ってしまったらどうなる？ 味方の中に敵が住んでいることほど恐ろしいことはな

い。ユダヤ人を弱らせたほうがいい。」 

 

新しいファラオはユダヤ人をいじめるんですねぇ。弾圧しますね。 

最初に出した命令は、「ユダヤ人の赤ちゃんが男の子なら、生まれてすぐにナイル川に捨てて溺死させよ。」 

ユダヤ人の助産師たちはそれに従いませんでした。それで、ユダヤ人たちはどんどん増えていきました。 

 

結論を言うと、最終的に、ユダヤ人はファラオが支配するエジプトから出て行きます。 

彼らを連れ戻すために、エジプトの軍隊が後ろからグワーッと追いかけて行くんですね。 

ユダヤ人はモーセという指導者に率いられ、海が真っ二つに分けられ、分かれた海の乾いた地面を歩い

て向こう岸に渡るのですが、ユダヤ人たちが渡り切ってしまうと海がまたバサッと元に戻った。 

ユダヤ人のすぐ後ろまで迫っていたエジプトの軍隊はみんな、海に呑み込まれて溺死しました。 

 

その瞬間、聖書の言葉が実現したのです。アブラハム契約「あなた（ユダヤ民族）を祝福する者は祝福さ

れ、あなた（ユダヤ民族）を呪う者は呪われる。」 

歴史を見ると、ユダヤ民族にしたように返って来ます。ファラオは「ユダヤ人の男の子をナイル川に投げ

込んで全員溺死させよ。男の子は皆、水に溺れさせて殺してしまえ。」 言ったのと同じことが、自分に掛

かって来たんですね。ファラオもエジプト軍も全員男です。彼らは紅海で溺死しました。 

 

ユダヤ人にした通りに戻って来る。ユダヤ人を祝福した国は祝福され、呪う国は呪われる。 

世界の歴史をユダヤ人の関わりを通して見ると、このアブラハム契約が有効で、脈々と生きていること

がよく分かります。神の言葉は今も生きていて有効なんです。 

ユダヤ民族の歴史を辿ることによって、聖書の御言葉が、今も生きて働く創造主の言葉であることが認

識できるんですね。 

 

ということで、ユダヤ民族とディアスポラについて、次回はユダヤ民族とオランダについて、ご一緒に考

えたいと思います。 

それではまた、このチャンネルでお目にかかりましょう。それまでお元気でいらしてください。 

それでは皆さん、さよなら！ 

 


